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１．はじめに

分野 韓国 台湾 （参考）日本

年金制度の
整備・充実

国民年金
の実施

国民年金の実施
労工保険（老齢給
付）の改革など

年金制度の改
革（厚生年金、
国民年金など）

高齢者への
医療保障

国民健康
保険の実
施

全民健康保険の実
施

後期高齢者医
療制度の実施な
ど

介護制度の
構築

老人長期
療養保険
の実施
（2008年
～）

「長期照顧十年計
画」による介護制度
介護保険を検討
（2016年法制化目
標）

介護保険の実
施など（2000年
～）

韓国、台湾における主な施策の例
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図 東アジア地域における高齢化率の推移

資料：韓国は韓国統計庁「将来人口推計2010-2060」、台湾は行政院経済建設委員会「2012年至
2060年人口推計」（2010年）。日本は、総務省統計局「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究
所「日本の将来推計人口（平成24年1月推計）」。世界、先進地域（欧州、北米、日本、オーストラリ
ア、ニュージーランド）、東アジア、中国は、U.N. "World Population Prospects: The 2012 Revision"
による。

実績値 将来推計値

日本

台湾

韓国

世界

先進地域

東アジア

中国

東アジア地域における高齢化率の推移

高齢化に伴う政策課題

・高齢者の増加
・高齢者を巡る状況

の変化
高齢者だけで暮らす
者の増加
子どもの減少

高齢者を家族だけで支
えることが困難
→高齢者を社会全体
で支える仕組みが必要

主な背景 政策課題（ひとことで）
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２．韓国と台湾の介護制度（日本との比較）１

資料：韓国、台湾当局資料などから、小島克久（国立社会保障・人口問題研究所）が作成

項目 韓国
台湾

（参考）日本
現行 検討中

制度名
老人長期療養保険（介
護保険）

長期照顧十年計画 介護保険 介護保険

仕組み（制
度運営者）

社会保険方式 税方式 社会保険方式 社会保険方式

国民健康保険公団
（医療保険の保険者）

県市政府（地方政府）
中央健康保険署
（医療保険の保険者）

市町村（地方政府・地
域保険）

対象者
全国民（給付は主に高
齢者）

65歳以上の者（原則） 全住民（障害者も含む）
65歳以上の者
40～64歳の者
（給付は主に高齢者）

提供する
サービス

介護サービス（在宅で利
用、施設に入所）、その
他

介護サービス（在宅
で利用、施設に入所）、
その他

介護サービス（在宅で利
用、施設に入所）、その
他

介護サービス（在宅で
利用、施設に入所）、そ
の他

利用の条件
（要介護の

等級）

要介護認定（等級判定）
を受けること（日本の方
式をベース）

要介護認定を受ける
こと（ADLs等の喪失
が基準）

要介護認定を受けること
（日本、韓国の方式を参
考）

要介護認定を受けるこ
と

1等級～4等級、認知症
特別等級（重い順）

重度、中度、軽度 4段階？
要支援1,2
要介護1～5（軽い順）

自己負担
在宅15％、施設20％
（低所得者は減免）

30％（低所得者は減
免）

15％ 10％



3

３．韓国と台湾の介護制度（日本との比較）２

資料：韓国、台湾当局資料などから、小島克久（国立社会保障・人口問題研究所）が作成

項目 韓国
台湾

（参考）日本
現行 検討中

家族介護者支
援（経済面）

家族療養保護士（家族
が正式なヘルパー）
介護手当

老人介護特別手当
（別制度）

介護手当（検討中）

財源
保険料（20％相当の公
費負担あり）と自己負
担

公費、自己負担
保険料（公費負担）、自己
負担

保険料、公費負担、自
己負担

実施年 2008年 2008年 2016年（法制化目標） 2000年

介護サービス
の状況

民営（営利）事業者が
多く算入
競争過多、質の確保
が課題

公営・非営利事業
者が担っている
サービス提供体制
に地域差

民営事業者の算入を認め
るか否かが議論

地方自治体、社会福
祉法人、株式会社な
ど多様な事業者

医療制度との
連携

ほとんどなし ほとんどなし
全民健康保険から移る給
付が予定

介護保険適用の病床
医療との連携

外国人介護労
働者

あまりいない？（中国
の朝鮮族？）

約20万人（東南アジ
アから）

台湾の人材に代替
しかし、ある程度受け入
れる

二国間協定で一定数
受け入れ、今後の方
向は？
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出所：OECD(2005), ”Long-Term Care for Older People”をもとに小島克久（国立社会保障・人口問題研究所）が加筆等によ
り作成

図　韓国、台湾の介護制度発達のイメージ（概念図）

資料：OECD(2005), ”Long-Term Care for Older People”を元に加筆等により作成。
注：インフォーマルケアとフォーマルケア、公的介護制度の整備について、各国の大まかな関係を図示したもの。

日本（1970年頃）

インフォーマルケア
の利用が多い（公的なサポー
トを受けているものを含む）

フォーマルケア
の利用が多い

公的な介護制度
が整備

オーストリア

ルクセンブルク

ドイツ

アイルランド

イギリス

オーストラリア

日本（介護保険施行時）

カナダ

アメリカ

オランダ

ノルウェー

スウェーデン

韓国

台湾

介護シス
テムの
特徴

日本（現在）

日本と
同じ

日本と異なる介護制度

日本と異なる介護制度を構築した背景

①社会経済状況が違う

②日本の経験を参考 など

どんな分野で
① 保険者

（誰が制度を運営）
② 要介護認定

③ 自己負担
④給付

現金給付の有無
⑤他制度との関係

特に医療制度
⑤その他

独自の課題

韓国・台湾の介護制度構築の
取りうる方向（仮設の想定範

囲）

スタート位置

台湾

韓国

進んでいる方向

４．韓国、台湾の介護制度発達イメージ（単純化した図）
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出所：韓国統計庁、保健福祉部、国民健康保険公団資料（韓国）、内政部、衛生福利部資料（台湾）、厚生労働省資料（日
本）をもとに小島克久（国立社会保障・人口問題研究所）が作成

４－１．韓国、台湾の介護サービス等の状況

年次
韓国

（億ウォン）
台湾

（億台湾元）

2008年 4,268 25.33

2009年 17,369 25.73

2010年 24,023 19.30

2011年 25,882 24.80

2012年 27,177 28.69

介護サービス利用者数（在宅サービスと施設入所者）

介護費用（韓国は保険給付、台湾は一般会計予算等）

日本

2000年 3.6兆円

2008年 6.9兆円

2012年 8.9兆円

事業所数 2008年 2013年 年平均増加率

在宅 6,618 11,056 10.8%

施設 1,700 4,608 22.1%

韓国の介護事業所数の推移

台湾の外国人介護労働者数

2008年
約16.5万人

2013年 約20.8万人
（ベトナム、インドネシア等）

要介護者数
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介
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（
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人
）
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(折れ線)
要介護者数

の高齢者に

対する比

要介護

者数

韓国

台湾

日本（2012年） 要介護認定者数

566万人（認定率17.6％）



6

５．韓国・台湾の介護制度－日本との相違点、背景など（１）－

保険者

・中央の組織に社会保険制度の運営経験
韓国（職員数の維持）、台湾（地方政府の
組織を移管？）等

→地方政府の役割が限定、連携に課題

被保険者
日本（40歳以上）より広い対象者
・全国民（20歳以上、韓国）
・全住民（0歳以上、台湾・案）

・財源確保（韓国：日本よりも対象を広げて保
険料を確保）

・若年障害者も対象に（台湾：世代間の公平、
障害者福祉が日本ほど整備されない、等）

項目 日本との違い 背景・影響など

制度運営者（保険者）と対象者：日本と同じ社会保険方式ではあるが

地方政府（日本）でなく、中央の組
織（医療保険の保険者）
・国民健康保険公団（韓国）
・中央健康保険署（台湾：案）

要介護
認定

・韓国：要介護度は4等級+認知症特別等級
（日本の要介護度2相当まで）

・台湾：ADLs等の喪失度から日本と同じ
方式で検討中（4等級？）

・対象者を限定し、負担を減らす
→韓国：拡大化＋パク・クネ大統領
の公約（認知症対策の充実）

台湾：現行では認知症の人が判定
から漏れる

要介護認定：日本の方式を参考にした（する）が・・・
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６．韓国・台湾の介護制度－日本との相違点、背景など（２）－

介護サー
ビス提供

・韓国：営利企業が参入（在宅、
通所などで）

・台湾：非営利法人が中心（福祉
用具などは営利企業でも可）

・韓国：サービス利用の普及
→競争過多（自己負担の割引）、介護の質の確保
・台湾：介護サービスの量が不足、地域も指摘

（地域差の縮小を目指した施策を実施）
営利企業参入の是非の議論
（日本、韓国を参考）

介護サービス提供体制：日本はゴールドプランなどで整備、多様な事業主体

ケアマネジメント：韓国と台湾が似たような仕組み？

日本のケ
アマネジメ
ントを採用

する？

日本と同じ方式は採らない

・韓国：公団職員が作成の標準ケア
プラン（拘束力なし）

・台湾：地方政府の職員がサービス
を紹介（同じような方式になる？）

・韓国：職員の専門性を生かす、職員数の
維持
→拘束力がないので、サービスは事実上
自由選択（かえって適正な利用に支障）
・台湾：ケアプランが事業者寄りになる懸念
→「ケアマネージャー」という人はいるが・・・

項目 日本との違い 背景・影響など
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７．韓国・台湾の介護制度－日本との相違点、背景など（３）－
家族介護者支援：経済的支援

経済的支
援の有無

日本と異なる仕組み
・韓国：家族療養保護士

（家族ヘルパー）、
介護手当

・台湾：老人介護特別手当（現行）
介護保険で現金給付を検討

・韓国：ヘルパーは誰を介護してもいいと考
える、介護手当は例外的
→家族ヘルパーの利用が多い（縮小の方向、
家族ヘルパーに賛否両論）
・台湾：サービス給付を補足する性格
→介護保険の現金給付は日本と同じような
反対論も

外国人介
護労働者

・韓国：ほとんどいない？
（中国出身の朝鮮族？）

・台湾：約20万人（東南アジア

より、介護ニーズの半分を支え
る？）

・韓国：外国人配偶者は増えているが・・・
・台湾：人手不足を背景に制度化（家事労働者）

低賃金、24時間住み込み
→介護サービスより便利。（台湾の人材に代替が

方針だが）人数が多いので、一定の規模は受
け入れ

外国人介護労働者：日本は限定的な受け入れ（今は）

項目 日本との違い 背景・影響など



9

８．韓国・台湾の介護制度－日本との相違点、背景など（４）－
医療サービスなどとの関係は：日本は地域包括ケアシステムを目指す

医療制度
などとの

連携

日本に注目してはいるが
・韓国：医療との連携がない

医療機関と施設が利用者を
巡って競合

・台湾：医療保険で（医療系）介護
サービスの一部を肩代わり

・韓国：
医療制度との関係を日本ほど考えなかった

「病院の方が（サービスが良く）安い」という
実態（意識？）

・台湾：医療との連携そのものをどう構築す
るか？

項目 日本との違い 背景・影響など

・高齢者が、重度な要介護状態となっても住み慣れ
た地域で、自分らしい暮らしを続けることができるよ
う、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に
提供される仕組み。
・各種サービスが日常生活圏域（30分程度で駆けつ
けることができる地域、中学校区を単位）
・「地域包括支援センター」が中心

（参考）「地域包括ケアシステム」（2025年を目途に構築）
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９．まとめ

○韓国と台湾の介護制度には、日本との共通点、相違点があ
る。

○その背景として、韓国や台湾の独自の事情、日本を参考にし
つつも、日本と異なる判断をしたことがある。これらの影響も現
れつつある。

○東アジア諸国の介護制度は多様なものになることが予想さ
れる。

○日本の「地域包括ケアシステム」（医療、介護等で連続性の
あるケアを、居住地で受けることを可能にするシステム）を目指
すには、各国・地域は独自の事情（介護制度、サービスの整備
状況、人々の意識など）を考慮する必要。
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ご清聴ありがとうございます

谢谢你
감사합니다

この報告は以下の研究事業の成果を活用した。
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